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第２章　末端の住民自治組織「自治町会（町内

会）」等の弘辴

町会」の運営は、きわめて複雑で困難な問題を抱えている。

役員のなり手がない、高齢

、

自治組織の「あり様」に対す

る校区市民センタ皡

である。

２　中尾三丁目自治町会の概況

１．

。公共交通機関としては西鉄バスが

町内の最深部を終点として荒生田・七条・戸畑方面と結び、市民センター・小学校とは徒歩で約

20分以内の半径に収まっｓ

ｓ

学Ｎ謜収半校

径

に径とは遑まｓｓ'87とｓ'87

自治町会の境界の相違等
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３．八幡東区の高
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活動を展開し、町会と連携を図りながら密接な

�µ



― 



―
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し、関心が持てるように広報活動をしてほしい。＜60代・男＞

・婦人会の活動に参加させていただいています。旅行が楽しいです。老人会は先で入りたいと

思います。＜6�

。ままま婦老弄で老 弄
府

老ま∵６

老
まてい
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続けて行きたいです。＜70代～・女＞

・猪倉バス停上（都市高横から下）側溝工事で手摺を外したまま、雪が少しでも積もると歩い

て上り下りできない。何故付けないのか？！＜5

え〞咎え〞咎。まけ何5い5事@〝5少付5少Fひ＜
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＜60
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・財政力

・広報力

・事務・実務能力

５　学びを基底に「まちづくりは人づくり」をコーディネートする市民センターの

能ーデ

�Ã

�·
・
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 % は人数比

は
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設問４　
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設
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設問５②　広報活動〔市民センターだより〕につい
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設問７　校区まちづくり協偽


